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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第53期

会計期間

自平成24年
５月１日
至平成24年
７月31日

自平成23年
５月１日
至平成24年
４月30日

売上高（千円） 2,352,06410,586,768

経常利益（千円） 356,7231,475,901

四半期（当期）純利益（千円） 223,682 837,395

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
61,982 832,503

純資産額（千円） 8,914,4068,954,315

総資産額（千円） 10,830,83211,558,952

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
32.93 123.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 82.3 77.5

　（注）１．当社は第53期末より連結財務諸表を作成しており、前年同期は四半期連結財務諸表を作成していないため、記

載しておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災以降の復興関連需要などから国内需要に持ち直

しの動きは見られるものの、電力供給不安、円高の長期化等懸念すべき問題が多く、景気の先行きは不透明な状況で

推移しました。また、海外におきましても、欧州の金融不安や米国景気の回復の遅れ、及びこれまで高い経済成長を

示してきた新興国、特に中国の景気の後退が見られるなど、依然として不透明な状況が続きました。その結果、当社

グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の業績は、下記のとおりとなりました。

　当第１四半期連結累計期間は、売上高は23億52百万円、経常利益３億56百万円、四半期純利益２億23百万円となり

ました。

　主要な事業部門別の概況は以下のとおりであります。なお、当社グループは単一セグメントであるため、セグメン

トごとに記載しておらず、事業部門別に区分して記載しております。

「建設機械部門」

　建設機械部門の売上高は、国内売上18億63百万円、海外売上１億43百万円となりました。

　当社グループの主力である建設機械部門の受注は、当連結会計年度に入りましても、総じて減少となりました。特

に、中国では金融緩和策が実施されたものの、市場の回復が予想より遅れていることより大幅に減少しました。

「自動車関連部門」

　自動車関連部門の売上高は、２億43百万円となりました。

「産業機械部門」

　産業機械部門の売上高は、35百万円となりました。

　

　なお、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年同期比については記載しておりません。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ７億28百万円減少し、108億30百万円となりま

した。これは主に、受取手形及び売掛金が４億62百万円、投資有価証券が２億28百万円それぞれ減少したことによる

ものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ６億88百万円減少し、19億16百万円となりまし

た。これは主に、支払手形及び買掛金が２億83百万円、未払法人税等が１億12百万円、賞与引当金が89百万円それぞ

れ減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ39百万円減少し、89億14百万円となりました。

これは、利益剰余金が１億21百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が１億18百万円、為替換算調整勘定

が43百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社共和工業所(E01442)

四半期報告書

 3/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成24年７月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年９月13日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,800,000 6,800,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 6,800,000 6,800,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年５月１日　

～　

平成24年７月31日　

－ 6,800,000 － 592,000 － 464,241

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　7,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,773,000 6,773 －

単元未満株式 普通株式　　 20,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 6,800,000 － －

総株主の議決権 － 6,773 －

　

　　　②【自己株式等】

 平成24年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社共和工業所
石川県小松市工業

団地一丁目57番地
7,000 － 7,000 0.10

計 － 7,000 － 7,000 0.10

　（注）　当第１四半期会計期間末の自己株式数は7,196株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

(2) 当社は、前連結会計年度の期末より連結財務諸表を作成しており、前年同期は四半期連結財務諸表を作成してい

ないため、以下に掲げる四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書については、前年同期との対比は

行っておりません。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年５月１日から平成

24年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年５月１日から平成24年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,925,260 2,840,217

受取手形及び売掛金 ※
 3,248,438 2,785,684

有価証券 100,023 150,009

商品及び製品 213,664 221,490

仕掛品 146,834 164,929

原材料及び貯蔵品 117,214 131,803

その他 200,211 154,535

貸倒引当金 △664 △213

流動資産合計 6,950,985 6,448,458

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,175,271 1,154,721

機械装置及び運搬具（純額） 1,244,924 1,300,798

その他（純額） 857,404 812,412

有形固定資産合計 3,277,600 3,267,932

無形固定資産 14,058 21,212

投資その他の資産

投資有価証券 1,007,983 779,722

関係会社株式 157,416 159,411

その他 184,797 187,984

貸倒引当金 △33,888 △33,888

投資その他の資産合計 1,316,308 1,093,229

固定資産合計 4,607,967 4,382,373

資産合計 11,558,952 10,830,832

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 882,998 599,747

1年内返済予定の長期借入金 140,615 135,060

未払法人税等 200,236 88,143

賞与引当金 177,937 88,560

その他 457,656 371,418

流動負債合計 1,859,443 1,282,930

固定負債

長期借入金 219,920 186,155

退職給付引当金 153,472 157,831

役員退職慰労引当金 211,555 197,466

その他 160,246 92,042

固定負債合計 745,194 633,495

負債合計 2,604,637 1,916,426
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 592,000 592,000

資本剰余金 464,241 464,241

利益剰余金 7,485,305 7,607,096

自己株式 △5,958 △5,958

株主資本合計 8,535,589 8,657,379

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 359,150 240,901

為替換算調整勘定 59,575 16,124

その他の包括利益累計額合計 418,725 257,026

純資産合計 8,954,315 8,914,406

負債純資産合計 11,558,952 10,830,832
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年５月１日
　至　平成24年７月31日)

売上高 2,352,064

売上原価 1,751,327

売上総利益 600,737

販売費及び一般管理費 255,923

営業利益 344,814

営業外収益

受取利息 1,527

受取配当金 8,437

持分法による投資利益 1,994

その他 3,991

営業外収益合計 15,951

営業外費用

支払利息 659

為替差損 3,382

営業外費用合計 4,042

経常利益 356,723

税金等調整前四半期純利益 356,723

法人税、住民税及び事業税 86,026

法人税等調整額 47,014

法人税等合計 133,041

少数株主損益調整前四半期純利益 223,682

四半期純利益 223,682
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年５月１日
　至　平成24年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 223,682

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △118,248

為替換算調整勘定 △43,451

その他の包括利益合計 △161,699

四半期包括利益 61,982

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 61,982

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年５月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日（期末日）満期手形等

　四半期連結会計期間末日（期末日）満期手形及び四半期連結会計期間末日（期末日）確定期日債権（手形と同条

件で手形期日に現金決済する債権）は、手形交換日及び振込期日をもって決済処理をしております。したがって、前

連結会計年度末日は金融機関の休日のため、次の期末日満期手形等が前連結会計年度末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年４月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年７月31日）

受取手形及び売掛金 89,783千円 －千円

支払手形 149,830千円 －千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年５月１日
至　平成24年７月31日）

減価償却費 95,602千円

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自平成24年５月１日　至平成24年７月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年７月20日

定時株主総会
普通株式 101,892 15 平成24年４月30日 平成24年７月23日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成24年５月１日　至平成24年７月31日）

　当社グループは建設機械用ボルトの製造・販売並びにこれらの関連業務の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年５月１日
至　平成24年７月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 32円93銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 223,682

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 223,682

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,792

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
　 　 　

　 　 　 　 平成24年９月６日

株式会社共和工業所 　 　

　 取締役会　御中 　 　 　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 由水　雅人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙村　藤貴　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社共和工業

所の平成24年５月１日から平成25年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年５月１日から平

成24年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年５月１日から平成24年７月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社共和工業所及び連結子会社の平成24年７月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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